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ー自然を活かすーー自然を活かすーー自然を活かすー
い

里の暮らし「竹」

　きっかけは、地域の里山への思いでした。
　「地域に眠る資源を有効活用して、住んでいる地域について考え
よう…自然たっぷりの山形に住んでいてもなかなか自然体験が少な
い…竹林と竹の利用価値を見直し、自然の恵みを暮らしに活かそ
う…」そんな思いで「やまがた BOSQUE の会（ボスケ：スペイ
ン語で“森”の意味）」では、参加者を募り、里山の竹林の利活用や、
自然とのふれあい活動を行っています。

やまがた緑環境税を活用して、
①豊かな森づくり　②自然環境保全活動　③森や自然とのふれあい活動　④木に親しむ環境づくりなど
地域の方々やNPO、企業のみなさんが自主的に取り組む森づくり活動などを支援しています。
詳しくはお近くの総合支庁森林整備課まで。

危険な作業もあるなか、子ども達も一緒に、真剣に取り組みました。
急斜面の竹やぶに入って、竹を切り出します。
伐採して手入れをすると、光が差し込む明るい元気な里山になります。

切ってきた竹に、発酵まで進んだパンの生地を丸めて思い思いの具
を詰めて…針金でしばって…炭火でじっくり焼きます。竹の香り…
竹パンのできあがり。お味はどうかな？

自分の手で道具をつくる…?!
竹でうつわとマイはしをつくります。
切り出した竹で流しそうめん！

竹っておもしろいね！ 
いろいろ使えるね！ 
楽しい「たけまつり」でした。

　今日は「たけまつり」。
身近な里山の竹についてまじめに考え、楽しみながら竹を
切り、森の恵みに感謝し、自然を活かす。

竹を切ってうつわにして、はしも作ってみよう！
竹を楽しもう！竹と遊んでみよう！

「里山に眠っている資源を活かしたい」 

やまがた緑環境税を活用して 森とみどりを未来へつなごう
たけまつり主催
やまがたBOSQUE（ボスケ）の会
［山形市］

やまがた緑環境税活用事業実施団体

会長　長澤　恒平 さん

竹を学ぶ

竹を使う
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里山の手入れ
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竹を切り出します
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